
参加者数 16人

アンケート回収 14人

１、最初に、あなたのことをお伺いします。
　 ◇年齢

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 無回答
2 3 3 5 1

◇性別
男性 女性 無回答

14

◇職種
医師 看護師 薬剤師 ケアマネ MSW その他 無回答

14

◇勤務場所

病院 診療所
訪問看護ス
テーション 保険薬局 施設 その他 無回答

4 9 1

1年未満 １～5年 ６～10年 11～20年 ２１～３０年 ３０年以上 無回答
1 5 2 4 2

０名 １～５名 6～10名 １1～20名 21～30名 30名以上 無回答
1 9 4

1年未満 1～5年 6～10年 11～２０年 21～30年 30年以上
2 4 5 3

２、今回の研修内容は興味あるものでしたか。
全く興味な
かった

あまり興味
なかった

少し興味が
あった

興味があっ
た

とても興味
があった

無回答

1 8 5

３、今回の研修の内容は理解できましたか。
理解できな
かった

あまり理解で
きなかった

少し理解で
きた

理解できた
とても理解
できた

無回答

10 4

４、今回の内容は緩和ケアをしていく上で役立ちますか。
役に立たな

い
あまり役に
立たない

少し役に立
つ

役に立つ
とても役に
立つ

無回答

5 9

５、時間はどうでしたか。
短かった ちょうどよい 長かった 無回答
2 12

６、今回の研修は今後の顔の見える関係つくりをしていく上で役立ちますか。
役に立たな

い
あまり役に
立たない

少し役に立
つ

役に立つ
とても役に
立つ

無回答

1 2 4 7

　　　　　　テーマ　：　みとりのケアについて～コミュニケーションの実際を中心に～終末期患者とその家族への接し方～

（介護療養病床）

出張緩和ケア研修についてのアンケート結果

平成23年6月30日（木）老人保健施設のぞみの園

　　　　　　講　師　：　鶴岡協立病院　高橋美香子先生

◇臨床経験年数

　　　　　　　　◇昨年１年間に関与して亡くなったがん患者さんの数

　　　　　　　　◇現在の勤務場所での経験



出張緩和ケア研修についてのアンケート結果

平成23年6月30日（木）老人保健施設のぞみの園
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・ 今後、入所者さんの急変が常に考えられる訳ですが、常に最後はどのような対処をするかを
情報としてすぐにわかるようにしていたい。

自由記載（13名）

今後、業務の中でPt、Faと関わる際の参考にしたいと思います。荘内病院での学習会の内容
も振り返ることができ良かったです。私の祖父も現在抗がん剤治療中です。NsとしてFaとして、
より良い関わりができるようにしていきたいです。本日はありがとうございました。

施設では、80代、90代の方が多いのですが、皆さんとても元気です。しかし、いつ何時具合が
悪くなるかわからないうのもあるかと思います。そんな意味でも病気ではない終末期の話が聞
けて良かったです。ありがとうございました。

毎日の業務に追われ、座って話をする機会というのがなかなか作れないが、患者・家族の立
場になり気持ちを理解する事が大切だと痛感させられました。

聞きたかった内容を教えていただき、とても勉強になりました。在宅で緩和ケアをし、家族のケ
アの仕方がわかりませんでしたが、講義を聴き対応の仕方が勉強になりました。ありがとうご
ざいました。
声かけ、話しの大切さがわかった。ターミナル時その人の生活してきた状況を考え理解して、
少しでも近づいた対応を心がけたいと思います。

先生の経験を活かした講演ありがとうございました。ぜひ現場に生かしたいと思います。

患者さんとの関わり、また、その家族との関わりの大切さ、常に声をかけ、その人の表情や会
話等がいかに大事かを勉強できたと思います。

施設における緩和ケアの対応、対処（入所している人や家族に対しての）を聞くことができ、具
体的なこれからの緩和ケアに対しての考え方や接し方などの勉強になりました。

3年間のプロジェクトの中で2回しか参加できなかったため、現場にいてとても具体的な講義を
受けることができてありがたかったです。

「死にたい」と言われた時の対処の仕方など参考になりました。わかりやすくとても参考になり
ました。ありがとうございました。

とても良かった研修会だったと思います。緩和ケアについてあまり考える機会がありませんで
したのでこういう機会を与えてもらい、良かったと思ってます。死は年齢に関係ないと思いま
す。最後まで生きる希望は持ってもらいたいし、常にそういう気持ちで利用者に接していきたい
です。

施設に勤め始めて、認知症があっても自宅に帰りたいとの訴えが多く聞かれる。家族が自宅で
介護できないためとの理由もわかるが、今後、施設として出来ること、限られた資源で出来るこ
とを精一杯できたら良いと思う。


